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ご あ い さ つ

皆さまには、平素より格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
当社グループは、「さらなる飛躍に向けた基盤拡大に取り組み、お客さまに選ばれる

地域金融グループを目指す『グループ総合金融力の進化』ステージ」をコンセプトと
する中期経営計画「飛翔2020 ～知恵をしぼろう～」の下、さまざまな取組みを進めて
います。

2018年度上期のわが国経済は、雇用情勢の改善に伴う個人消費の持ち直しや、企業
収益の堅調な推移を受けた設備投資の増加などを背景に、緩やかな回復局面が続きま
した。

当社グループの地元・九州においても、2018年7月の西日本豪雨による農業・林業面
などへの影響が一部に見られたものの、個人消費の緩やかな拡大、旺盛な海外需要を
背景とした生産・輸出の高まりなどにより、総じて堅調に推移しました。

一方、当社グループを取り巻く経営環境は、超低金利環境の継続、ICTの急速な進展、
銀行法等改正に伴う規制緩和などにより、大きく変化し続けています。そうした中、
私どもは、お客さまのニーズの変化に適切に対応すべく、グループの総合金融力の強
化のため、信託業及び人材紹介業への参入を検討しています。

これからも、お客さま、地域の皆さまとともに成長する総合力No.1の地域金融グルー
プを目指してまいる所存ですので、皆さまにはどうか、一層のご支援・ご愛顧を賜りま
すようよろしくお願い申し上げます。

2019年１月
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